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1 はじめに

デジタル機器をネットワークに接続するだけで，機器
間での協調動作を容易に実現するための Java 分散オブ
ジェクトの応用技術が Jini[1] である．Jiniにおいては，
サービスごとにあらかじめ定義されたインタフェースを
利用側のクライアントにおいて保持しておく必要がある
ため，現時点で未定義な (将来登場する)機器を直接サ
ポートすることは不可能である．
本研究では，未定義な機器を含むすべてのサービスの

インタフェースが汎用的なインタフェースを継承し，ク
ライアントにおいてサービスごとにあらかじめ定義され
たインタフェースを持つ必要のないシステム構築手法を
提案する．

2 Jiniシステムの問題点

2.1 Jiniの概要
Jini とは，様々な機器をネットワークを通じて接続

し，相互にハードウェアまたはソフトウェアの機能を
サービスとして提供しあうための技術仕様 [2] である．
“Simply Connect:ただ機器同士をつなぐだけで利用でき
る環境を構築すること”を目指している．
図 1 に示すように，Jini を構成する主な要素として

サービスの提供側であるサービスプロバイダ，サービス
の利用側であるクライアント，ネットワーク内のすべて
のサービスを管理する Lookupサービス, クライアント
がサービスを利用するために必要なクラスファイルを格
納する codebase が挙げられる．これらの要素はそれぞ
れが互いに独立したサービスとして振舞う．サービスプ
ロバイダがサービスを提供してからクライアントがサー
ビスを利用できるようになるまでの手順を以下に示す．

1. サービスプロバイダはサービスプロバイダとクライ
アントの両方において既知のインタフェースを実装
する形でサービスオブジェクトを生成する．

2. サービスプロバイダは Lookupサービスを検索し，
発見した Lookupサービスにサービスオブジェクト
を登録する．

3. クライアントはサービスオブジェクトが実装してい
るインタフェースを用いて Lookupサービスから利
用したいサービスを検索する．

4. クライアントは Lookupサービスからサービスオブ
ジェクトをダウンロードする．

5. 保持しているインタフェースと codabase からダウ
ンロードしたクラスファイルを用いてサービスオブ
ジェクトを再構築し，サービスを実行する．
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図 1 Jiniシステムの構成要素と動作手順

2.2 問題点
Jiniシステムでは，クライアントにおいて目的のサー

ビスが実装しているインタフェースのクラスファイル
を保持していなければ，クライアントは目的のサービス
を検索することができない．また，何らかの方法で目的
のサービスを検索できたとしても，サービスから受信し
たオブジェクトを目的のサービスが実装しているイン
タフェースを用いて再構築しなければ，クライアントは
サービスで定義されているメソッドを利用することがで
きない．
以上の理由により，クライアントが任意のサービスを

利用するためには，利用する可能性のある個々のサービ
スごとにあらかじめ定義されたインタフェースのクラス
ファイルをすべて保持しておく必要がある．そのため，
メモリ制約のある環境においては，クライアントは未定
義な機器をサポートすることができない．例えば，ある
クライアントが新しくホームネットワークに参加しよう
とするとき，ホームネットワークに接続されたすべての
機器を利用するためには，それぞれの機器が提供してい
るサービスごとに定義されたインタフェースのクラス
ファイルを保持しなければならない．

3 提案システム

本研究では上記の問題点を解決するために，クライア
ントにおいてサービスごとにあらかじめ定義されたイン
タフェースのクラスファイルを持つ必要のない Jiniシス
テムの構築手法を提案する．提案システムの構成を図 2
に示す．
提案システムにおいてサービスが利用可能となるまで

の手順を以下に追記する．

1. サービスプロバイダとクライアントはサービスの本
質的な性質を表現した汎用的なインタフェースを保
持し，サービスプロバイダは汎用的なインタフェー
スを継承したインタフェースを実装することにより
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サービスオブジェクトを生成する．
2. クライアントは汎用的なインタフェースを用いて

Lookup サービスから利用したいサービスを検索
する．

3. クライアントはダウンロードしたサービスオブジェ
クトから codebaseの情報を取得する．

4. codebase からサービスオブジェクトを再構築する
ためにクラスファイルをダウンロードするのではな
く，実行可能な jarファイルをダウンロードする．

5. ダウンロードした jar ファイルを実行する．必要な
らば RMI を用いてサービスプロバイダ上のサービ
スオブジェクトのメソッドを呼び出す．

上記の手法を用いることで，クライアントはサービス
ごとにあらかじめ定義されたインタフェースのクラス
ファイルを保持していなくともサービスを検索すること
が可能となる．また，クライアントはサービスオブジェ
クトを再構築せずにサービスを利用することが可能に
なるため，サービスごとにあらかじめ定義されたインタ
フェースのクラスファイルを保持していなくともサービ
スを利用することが可能となる．
例えば，あるクライアントがプリンタを利用する目的

で新しくホームネットワークに参加するとき，個々のプ
リンタ独自のインタフェースを持たなくても，プリンタ
であることを表現するインタフェースのクラスファイル
を持つだけで任意のプリンタを利用することが可能と
なる．

図 2 提案システムの構成要素と動作手順

4 実装

4.1 プリンタサービス
提案手法の有効性を確認するため，クライアントが任

意の文字列をサービスプロバイダ上の仮想的なプリンタ
で印刷することができるプリンタサービスシステムを実
装した．動作例を図 3に示す．
実装したプリンタサービスシステムを構成す

る主な要素として GenericPrinter インタフェース，
DoshishaPrinter インタフェース，DoshishaPrinterImpl
クラスが挙げられる．GenericPrinter インタフェース
は一般的なプリンタであることを表す汎用的なインタ
フェースであり，図 2 における generic interface に対
応している．全てのプリンタサービスのインタフェー

スは GenericPrinter インタフェースを継承している．
DoshishaPrinterインタフェースは具体的なプリンタサー
ビスを表すインタフェースの例であり，図 2 における
interface に対応している．DoshishaPrinterImpl クラス
は DoshishaPrinterインタフェースを実装しており，図 2
における Service Objectのクラスに対応している．

図 3 実装したプリンタサービスシステムの外観

4.2 評価
実装したプリンタサービスシステムでは，jar ファイ

ルに提案システムにおいてサービスを実行するのに必要
なクラスファイルだけでなく，Jiniシステムに基づいた
サービスの利用者が必要とするクラスファイル群も格納
するため，Jiniシステムと提案システムのどちらのシス
テムを採用しているクライアントからでもサービスを利
用することが可能となる．
新機能が実現できる一方，実行可能な jar ファイルを

作成する際，クラスパスを相対パスで指定しなければな
らないため，Jini のライブラリなどを jar ファイルに含
めなければならず，codebaseに格納する jarファイルの
サイズが大きくなる．Jiniシステムと提案システムの比
較結果を表 1に示す．

表 1 Jiniシステムと提案システムの比較

未定義サービス codebase の格納 インタフェース
のサポート ファイルサイズ のファイルサイズ

Jini システム × 19 KB 354 B

提案システム ○ 1170 KB 125 B

5 まとめと今後の課題

本研究では，サービスの利用者がサービスごとにあら
かじめ定義されたインタフェースを持つ必要のないイン
タフェースレス志向による Jini システムの検討を行っ
た．また，本手法に基づいた実装を行い有効性を確認
した．今後の課題として，サービスプロバイダとクライ
アントが汎用的なインタフェースを持つ必要のない Jini
システムの構築手法および，サービスごとに Jini ライ
ブラリをカスタマイズすることによりクライアントが
codebaseからダウンロードする jarファイルのサイズの
縮小化の検討を行う予定である．
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